
教育イノベーションを通して

生徒の可能性を広げる！

STEAMコンテンツ

TRANSFORMING 
EDUCATION AND 
UNLEASHING 
STUDENT 
POTENTIAL
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最先端研究を通じたSTEAM探究

最先端研究 … だけど
・「自分ごと」として捉えられる
・「チャレンジ」したくなる

最先端研究 ＋ 海外の教育学知見
＋ 2言語（日・英）でのご提供
＋ 豊富なレッスン動画
＋ 教師用・生徒用ガイダンス
＋ 教授・研究者のインタビュー動画

「知りたい」を育てたい



ブリタニカ・ジャパン株式会社
「教育イノベーションを通して生徒の可能性を広げる！最先端研究を通じたSTEAM探究」

さまざまな動画やレッスンプランを通じて、最先端の研究を通じた文理融合型のSTEAM学習をご提供しています。全てのレッスンには

「大きな問い」が用意されており、生徒の興味関心を刺激し、自発的に探究を深めていける工夫がされております。

日本語と英語の二言語で準備されており、この分野の最先端研究を日本語はもちろん、英語でも学ぶことができます。

概要 コンテンツ詳細

協力 / 連携先

東京大学生産技術研究所ONG

筑波大学附属中学校 関谷 宏文主幹教諭

国立研究開発法人産業技術総合研究所（AIST）

国立研究開発法人新エネルギー産業技術総合機構（NEDO）

取扱うSDGsの項目 取扱う教科 / 単元

中学・高等学校

総合・探究 /社会 /生物 /外国語

物理/技術 家庭/社会/情報
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全180レッスン
90レッスン×2言語（日・英）

18テーマ×5レッスン
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https://www.britannica.co.jp/digital/steam/

コンテンツのご紹介
STEAM × Britannica ポータルサイト

https://www.britannica.co.jp/digital/steam/
https://www.britannica.co.jp/digital/steam/
https://www.britannica.co.jp/digital/steam/
https://www.britannica.co.jp/digital/steam/
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5レッスンの流れ（例：ベジミート）

レッスン1

なぜ植物肉求め

られているのか

レッスン2

植物肉の生産に

必要な材料

レッスン3

植物肉の環境と

経済への影響

レッスン4

肉を使わない

ビジネスの

アイデア

レッスン5

ベジタリアン

向けレストラン

を開く
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各レッスンの流れ（例：ベジミートコマ1）
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STEAMコンテンツ
学校現場での活用

• 文理融合・横断的な取り組み

• ビジネスの発展や生活を便利にする研究など、

STEAMを介した学びが実社会につながると実感できる取り組み

• 生徒たち・学校・地域の特色や多様化を活かした取り組み
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現場の先生からの声

18のテーマ全てが、生徒が身近に感じられるところから、社会のニーズにつながっていく

ストーリーに、生徒は魅力を感じるはずです。

また、それらのテーマを掘り下げていくには、それぞれの教科の知識を、重ねたり、組み上

げたりして、１つの形にしていく流れが、OECDが目指したい方向性と合致しています。

高齢化社会の日本において、人の創造性を高め、サスティナブルな社会をつくっていくには、

中高生にとって価値を感じられ、楽しいと思える学びが必要です。

学んだ知識が、社会とどうつながっていくのか。教員のファシリテートの元、魅力的なテー

マを探究していくことが、テストの点数をあげる事でなく、自分やそのチームに貢献する

喜びとして感じられれば、社会にとって必要な人材になっていくのだと思います。

洗練された「問い」からはじまる探究学習は、今まさに取り組むべき学習スタイルだと思い

ます。
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現場の先生からの声
①バイオハイブリッド：世の中で話題にはなっていて、DNAの

組み替えなどで医療が変わっていく、作物が変わっていくなどは

知識としてはあるが、このコンテンツを介して社会問題や最新の

医療と関わることができ、それがバランスよくSTEAMそれぞれ

の教科の知識をベースとして成り立っているところが秀逸である。

②モビリティ：世界中の車会社が取り組んでいる部分を知ること

で、物理や情報の知識の有用性を感じられると思います。無機質

な機械をつくるのではなく、その上で時代変化の予測をしながら、

社会にあわせた移動媒体を検討し、レゴEV3などでモデルをトラ

イアンドエラーしながら作り上げられるところが素晴らしいです。

③スマートハウス：単純に省エネの家だけでなく、災害に強い構

造などを考えていくと建築や土木につながり、都市造りなどへも

発展できるテーマだと思います。

④省エネ社会におけるドローンとロボット：現在ドローンは、物

流から人の移動、農薬散布などにも使われています。深圳では警

察の代わりに活躍して部分もあり、まさに一番人的資源を省ける

道具として注目されています。社会構造をよく知る部分からス

タートし、プログラミングしメカ的なものづくりをしていき、社

会へうまく溶け込ませられるものづくりという視点が魅力的です。

⑤トンボの紫外線反射特性：生物は環境変化というふるいにかけ

られ、洗練された特性をもっています。そういった視点から、材

料工学にはいっていくところが大変おもしろいです。最終的には

Artの部分もたくみに入っており、資金調達し製品という企画を

たてさせるところまで、産学連携でやっていることと同じことが

体験できるところがすごいです。

⑥長期ケア用ロボット：高齢化社会に向けて、人が行わなくてい

いものを、高齢者のニーズをつかみ、主に物理や情報の知識を生

かし、プログラミングとメカ的なものづくりを行なっていき、形

として表せるところに魅力を感じます。
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次年度に向けた想い
身近でありつつ、より本物（最先端）にふれるSTEAMコンテンツのご提供

1. 最先端研究＋身近さ＋日本の教育現場での活用のしやすさ

- 国内外の教育的知見の重要性

- 教育者・学習者へのサポートツールや活動の充実

2. 国内・海外最先端機関・企業と連携したコンテンツ

3.「教育」だからこそ、「本物」に触れる重要性

子どもたちの「知りたい」を更に育てたい
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ありがとうございました！

https://www.britannica.co.jp/digital/steam/

https://www.britannica.co.jp/digital/steam/
https://www.britannica.co.jp/digital/steam/

